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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

日本原子力研究開発機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的研究開発機
関として、「原子力の未来を切り拓き、人類社会の福祉に貢献する」をミッション
としています。
主な業務として、東京電力福島第一原子力発電所事故への最優先での対応、
原子力の安全性向上のための研究、核燃料サイクルの研究開発、放射性廃棄
物処理・処分の技術開発といった分野に重点的に取り組むとともに、これらの
研究開発を支え、新たな原子力利用技術を創出する基礎基盤研究と人材育成
に取り組んでいます。
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シリーズ福島研究開発
大熊分析・研究センター

見えなかった世界が見える

氷の未解決
問題を解明
宇宙線被ばく量を
世界で初めて国や地域ごとに
高精度で評価
― 日常における私たち一人ひとりの
    年間平均被ばく量を再評価 ―

大型放射光施設SPring-8を利用した
原子力機構の研究



私たちの身近な存在である氷。
水が0℃になると氷になることを私たちは知っていますが、
実は、水に圧力をかけても氷になることをご存知でしょうか。

この「高圧氷」について、東京大学大学院理学系研究科小松一生准教授の研究チームと
原子力機構のJ-PARCセンターにある

超高圧中性子回折装置「PLANET」が長年の謎をひとつ、
解き明かしました。

こまつ かずき

  Cover
commentary

世界最大級の大型放射光施設「SPring-8」
に設置されている原子力機構専用ビームライン

「BL22XU」の一部。真空配管を通じて放射光（X
線）を放射線遮蔽ハッチ内の実験装置に導入し、物の

内部の原子・分子の状態を見ることができます。

Contents

To k i m e k i
「雪は天から送られた手紙である」

世界的な雪氷学者である中谷宇吉郎博士（1900-1962）の言葉です。
一般に、北海道の雪はサラサラの粉雪、北陸の雪は湿って重たいベタ雪です。
この雪質の違いは、気象条件による大気中の温度と水蒸気量の違いが大きな要因となっています。
当時アメリカの最新式の除雪車が、日本の雪では動けなかったという新聞記事を見て、
なぜ？と思ったことが中谷博士が研究を始めるきっかけでした。
中谷博士は、あらゆる雪の結晶を顕微鏡写真に撮って分類し、 
気象状態がどのようなときにどんな結晶の雪が降るか調べました。 
そして、1936年に世界で初めて人工的に雪の結晶を作ることに成功しました。
その後、博士の研究テーマは雪や氷のさまざまな問題へと広がりました。

中谷博士はもともと原子物理学を志しイギリスへ留学しましたが、
帰国後日本では実験に必要な機材が揃わず、
やむを得ずお金のかからない雪の研究に向かったと言われていますが、
当時アメリカのベントレイが出版した「雪の結晶写真集」に
魅せられたことにもその動機があったようです。
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シリーズ福島研究開発
大熊分析・研究センター

PLAZA 原子力機構の動き
読者アンケートはがきなど

見えなかった世界が見える氷の未解決
問題を解明

宇宙線被ばく量を
世界で初めて
国や地域ごとに
高精度で評価
― 日常における私たち一人ひとりの
    年間平均被ばく量を再評価 ―

大型放射光施設
SPring-8を利用した
原子力機構の研究
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水素は２つの
サイトのどちらかに入る

酸素

無秩序相 秩序相

１つの酸素のまわりには
２つの水素がつく　これまで中性子を用いた高圧実験は、その試料の小ささゆえ

に、シグナルが大変弱く、その実現が困難でした。
　J-PARCは、既存のパルス中性子施設の数倍～10倍の中性
子束を得ることができるため、小さな試料からでも十分なシグナ
ルが得ることができ、中性子その場観察実験が可能となります。
「PLANET」は、高圧実験専用に作られたビームラインであり、
数万～20万気圧での物質の構造解析が可能となっています。
中性子の特長を生かし、X線ではなかなか見ることのできない
水素などの軽元素の状態を観察することが可能です。
　今回の研究では、この特性を生かし、長年謎であった「氷の未
解決問題」に答えを出すことができました。
　「PLANET」を利用することで、これまで観測できなかった高
密度物質中での水素の挙動を調べることができるため、地球科
学、惑星科学、物質科学などの研究に広く利用されています。

小
松　
圧
力
に
よ
っ
て
で
き
る
氷
は「
高
圧

氷
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、先
端
の
面
積
が
1
㎟
の
ハ
イ

ヒ
ー
ル
を
体
重
1
0
0
㎏
の
人
が
履
い
た
と

し
ま
し
ょ
う
。そ
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
下
に
水
が

あ
れ
ば
、水
に
1
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
が

か
か
り
、水
は
室
温
で
凍
り
ま
す
。

氷
の
多
形

氷
の「
未
解
決
問
題
」に
挑
む

室
温
で
出
来
る
高
圧
氷

　

同
じ
化
学
組
成
か
ら
で
き
て
い
て
、結
晶

構
造
が
違
う
も
の
を
多
形
と
い
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
黒
鉛
は
同

じ
炭
素（
C
）か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、結
晶

構
造
が
違
い
ま
す
。多
形
に
よ
っ
て
は
、こ
の

よ
う
に
別
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、氷
の
場
合
は
、全
て「
氷
」と
呼

ば
れ
ま
す
。

　

高
圧
氷
も
含
め
、結
晶
構
造
が
異
な
る
氷

は
、現
在
ま
で
に
少
な
く
と
も
17
種
類
は
存

在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、発
見
さ
れ

た
順
に
ロ
ー
マ
数
字
で
表
記（
※
注
1
）さ

れ
ま
す
。冷
凍
庫
で
で
き
る
通
常
の
氷
は
、

「
氷
Ⅰ
相
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
17
種
類
の
結
晶
構
造
が
異
な
る
氷

は
、そ
れ
ぞ
れ「
圧
力
」と「
温
度
」の
設
定
条

件
の
違
い
に
よ
り
で
き
あ
が
り
ま
す
。（
図
1

参
照
）

小
松　
多
形
を
も
つ
物
質
の
中
で
も
、氷
ほ

ど
多
く
の
多
形
が
見
つ
か
っ
て
い
る
も
の
は

他
に
な
く
、水
や
氷
の
特
異
性
を
象
徴
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、な
ぜ
氷
に
は
、こ
れ
ほ
ど
多
く

の
多
形
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
理
由
の

一つ
を
、氷
中
の
水
分
子(

H
2
O)

が
持
つ
水

素
結
合
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。氷
の

中
の
一つ
の
酸
素
原
子
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
は
、四
面
体
を
作
る
よ
う
に
4
つ
の

酸
素
原
子
が
あ
り
ま
す
。こ
の
4
つ
の
酸
素

と
の
間
に
水
素
が
配
置
す
る
の
で
す
が
、そ
の

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
り
な
が
ら
、こ
の
よ
う

に
奥
の
深
い「
氷
」と
い
う
物
質
。

　

多
く
の
研
究
者
が
こ
の
不
思
議
な
物
質
の

解
明
に
挑
む
な
か
、い
く
つ
か
の「
謎
」が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
一
つ
が「
無
秩
序
相
Ⅵ

と
秩
序
相
XV
」の
ペ
ア
の
存
在
で
す
。

小
松　
秩
序
相
で
あ
る
氷
XV
相
は
無
秩
序
相

で
あ
る
氷
Ⅵ
相
を
冷
や
す
こ
と
で
精
製
さ
れ

る
と
さ
れ
て
い
て
、温
度
や
圧
力
を
操
作
し
て

氷
XV
相
を
作
り
出
す
と
い
う
実
験
と
理
論
計

算
の
両
面
か
ら
、こ
の
氷
の
性
質
を
調
べ
て
き

ま
し
た
。し
か
し
長
い
間
、こ
の
２
つ
の
方
法
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
氷
の
性
質
が
違
い
、理
論
と

実
験
の「
答
え
」が
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
私
た
ち
の
生
活
に
は
何
の
支
障

も
な
い
、と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な「
氷
」の
存

在
に
す
ら
理
論
と
実
験
の
結
果
に
違
い
が
生

じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、人
間
の
成
り
立

ち
や
自
然
の
原
理
を
解
明
し
よ
う
と
す
る「
科

学
」そ
の
も
の
に
疑
念
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い

う
大
変
な
事
態
に
繋
が
り
ま
す
。

　

小
松
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
チ
ー
ム

が
挑
ん
だ
の
は
科
学
の
本
質
に
迫
る
謎
で
し

た
。そ
の
解
明
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
原
子

力
機
構
の
J  - 

P
A
R
C
な
の
で
す
。

小
松　
水（
氷
）の
化
学
式
が
H
2
0
と
い
う

の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。氷
の
構

造
の
違
い
を
知
る
に
は
、こ
の
う
ち
H
、つ
ま
り

水
素
が
ど
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
の
を
見
つ
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。水
素
の
観
察
は
、顕

微
鏡
や
X
線
で
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
で
は
何

を
使
う
の
か
、と
い
う
と
き
に
役
立
つ
の
が
J 

- 

P
A
R
C
で
作
ら
れ
る
中
性
子
線
な
の
で

す
。水
素
の
よ
う
な
軽
い
元
素
に
中
性
子
ビ
ー

ム
が
当
た
る
と
吸
収
や
散
乱
が
起
き
、水
素
原

子
が「
見
え
る
」よ
う
に
な
り
ま
す
。私
た
ち
は

世
界
最
高
性
能
の
J - 

P
A
R
C
の
超
高
圧

中
性
子
回
折
装
置「
P
L
A
N
E
T
」を「
氷

の
謎
」解
明
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の「
無
秩
序
相
Ⅵ
か
ら
秩

序
相
XV
を
作
り
出
す
実
験
」に
は
い
く
つ
か
問

題
が
あ
る
と
い
う
仮
説
も
立
て
て
い
ま
し
た
。

高
圧
氷
を
作
る
と
き
に
は
、液
体
窒
素
で
の
冷

却
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
実

験
者
は
実
験
装
置
ご
と
液
体
窒
素
に
漬
け
て

冷
却
し
て
い
た
の
で
す
。こ
れ
で
は
精
確
な
温

度
調
整
が
で
き
ず
正
し
い
結
論
が
出
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
数
年
の
歳
月
を
か

け
、メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
液
体
窒
素
を
細
い
管

を
通
し
て
送
り
込
み
な
が
ら
実
験
す
る
装
置

「
M
i
t
o 

s
y
s
t
e
m
」（
※
注
2
）を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、温
度
の
微
調
整
が
可
能
な

「
M
i
t
o 

s
y
s
t
e
m
」
を

「
P
L
A
N
E
T
」に
設
置
し
、私
た
ち
が
導

き
出
し
た
結
論
は
、秩
序
相
だ
と
思
わ
れ
て
い

た
氷
XV
相
は
、実
は
秩
序
状
態
と
無
秩
序
状

態
が
混
じ
り
合
っ
た「
部
分
秩
序
状
態
」だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

触
る
と
冷
た
い
氷
が
身
近
な
私
た
ち
は
、

そ
の
よ
う
な
水
が
固
体
に
な
っ
た
も
の
も

「
氷
」と
呼
ぶ
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、氷
の
定
義
は「
水
が
固

体
に
な
っ
た
も
の
」、つ
ま
り
水
分
子
が
自
由

に
動
け
な
い
状
態
に
な
っ
た
も
の
な
の
で
、非

常
に
高
い
圧
力
を
か
け
て
分
子
の
動
き
を
抑

え
て
し
ま
え
ば
、「
冷
た
く
な
い
氷
」も
つ
く
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

室温で作った1ギガパスカルの高圧氷

図2　氷の秩序相と無秩序相の構造

小松  一生 准教授
こまつ かずき

圧力から解放されると水に戻ってしまうため、残念ながら現在の技術で
は、人間は圧力によってできた「室温の氷」に触れることはできません。

※注1　今から100年以上前、高圧氷を初めて発見したエストニアの物理化学者グスタフ・タンマンが、ローマ数字で表記したことによります。
※注2　Mito systemという名称はこの実験装置が茨城県水戸市で開催された国際会議で初めて公開されたことにちなんで付けられました。

配
置
の
仕
方
は
、た
っ
た
一つ
の
水
分
子
だ
け

に
着
目
し
て
も
6
通
り
も
あ
る
の
で
す
。目
に

見
え
る
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
氷
に
な
れ
ば
、そ

の
組
み
合
わ
せ
は
天
文
学
的
な
数
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。こ
の
水
素
配
置
の
自
由
度
が
、

氷
の
多
形
が
多
く
あ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ

で
す
。

　

ま
た
、氷
の
多
形
は
、同
じ
酸
素
配
置
を

持
ち
な
が
ら
、水
素
配
置
が
ラ
ン
ダ
ム
な「
無

秩
序
相
」と
水
素
配
置
が
あ
る
特
定
の
規
則

性
を
持
つ「
秩
序
相
」の
ど
ち
ら
か
に
分
類
さ

れ
ま
す
。（
図
2
参
照
）

さ
ら
な
る

「
謎
」の
解
明
へ

小
松　
「
氷
」の
状
態
が
解
明
で
き
た
か
ら
と

言
っ
て
、す
ぐ
に
私
た
ち
の
生
活
が
変
わ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
、こ
れ
ま
で
に

分
か
ら
な
か
っ
た
氷
の
謎
が
今
確
か
に
ひ
と

つ
、解
明
で
き
た
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
基
本

的
な
問
い
に
一つ
一つ
答
え
つ
づ
け
て
い
く
と
、

J-PARC 物質・生命科学実験施設
超高圧中性子回折装置「PLANET」

物質・生命科学実験施設/第一実験ホール
オレンジ色のビームラインが 「 PLANET 」 J-PARC　物質・生命科学実験施設　http://j-parc.jp/MatLife/ja/

ＰＬＡＮＥＴで実験中の小松准教授

小
松　
今
回
の
実
験
で
解
明
で
き
た
の
は
、こ

れ
ま
で
の
実
験
の
設
定
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は「
無
秩
序
相
Ⅵ
か
ら

秩
序
相
XV
を
作
る
」と
い
う
命
題
に
お
い
て
、

実
験
の
科
学
の
根
本
を
成
り
立
た
せ
る「
理
論

計
算
」が
大
き
く
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
証
明
に
も
な
り
ま
す
。私
た
ち
氷
の
科
学
者

の
研
究
の
根
幹
に
対
す
る
疑
念
を
解
消
で
き

た
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。ま
た「
部
分
秩

序
状
態
」と
い
う
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
不
思
議
な
状
態
を
氷
が
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
も

「
氷
」と
い
う
物
質
の
解
明
に
と
っ
て
も
大
き

な
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東京大学大学院理学系研究科
地殻化学実験施設

図1 氷の相図

あ
る
時
、ま
さ
に
水
が
氷
に
変
わ
る
よ
う
に
、

不
連
続
に
社
会
を
変
え
る
よ
う
な
大
発
見
に

つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
今
回
見
出
し
た「
部
分
秩
序
状
態
」

が
他
の
形
の
氷
に
も
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
の

か
。氷
の
可
能
性
に
挑
む
べ
く
、検
証
を
続
け

て
い
ま
す
。
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C o s m i c  r a y s
宇宙線による被ばく量を

世界で初めて
国や地域ごとに高精度で評価
日常における私たち一人ひとりの年間平均被ばく量を再評価

私たちは、日常絶えず自然界から放射線を受けています。
宇宙からの放射線、大地からの放射線、空気中からの吸引物や、食物からも被ばくしているのです。
原子力基礎工学研究センターの佐藤達彦研究主幹はこの中の宇宙からの放射線について、

私たち一人ひとりの年間平均被ばく量を、国や住んでいる地域によって高精度で評価する手法を開発しました。
この成果は、今後世界基準を見直すデータとしても貢献が期待されています。

さとう たつひこ

地域によって、自然放射線の年間被ばく線量に
違いがあるのはどうしてでしょうか？

　宇宙からやってくる宇宙線は磁場の弱い北極や南極に多く降り注ぐた
め、それらの地域では宇宙線による被ばく線量が高くなります。(本誌
P5~P7参照)その他、地域により自然放射線の強弱が出る大きな要因とし
て、大地からの影響があります。
　大地からの自然放射線の多い地域として、インドのケララ州などが挙げ
られます。これらの地域は、ウランやトリウムといった放射性物質を多く含
むモナザイト岩石帯に位置しています。自然放射線の世界平均は年間2.4
ミリシーベルトですが、ケララ州では、年間10ミリシーベルトもの被ばく線
量があり、世界平均の4倍以上となります。

　日本の平均は年間約2.1ミリシーベルトですが、ウランやトリウムを比較
的多く含む花崗岩地帯では、その他の地域よりも高くなります。

どのくらい被ばくすると、
影響がでるのでしょうか？

　人体が放射線に被ばくすると、DNA(遺伝子)に傷ができる可能性があ
ります。しかし、DNAには自己修復機能が備わっているため、人類は太古
から自然放射線を受けていますが、地上で自然放射線を浴びる程度の被
ばくであれば、健康への影響が出ることはありません。
　放射線が危険になるのは、大量に放射線を浴びた場合です。例えば、全
身に500ミリシーベルト被ばくした場合には、リンパ球の減少が見られま
す。また、1,000ミリシーベルト(1シーベルト)を全身に被ばくすると、吐き
気を感じたりするといわれています。それより低い線量でも、受けた放射線
の量に比例して数年後から数十年後にがんになる割合が、被ばくしていな
い場合に比べて高まることが明らかにされています。しかしながら、これま
での調査では、100ミリシーベルト以下の被ばくでは、健康への影響は確
認されていません（注）。

（注）国際放射線防護委員会（ICRP）が認めている推定値では、1,000ミリシーベルト
の被ばくに対して放射線によるがん死亡の割合が5％増加するとされています。
日本人はがんによって亡くなる割合が約30％とされていますが、1年間で100ミリシー
ベルトの線量を被ばくした集団では、その割合が30.5%になると計算されます。100ミ
リシーベルトより小さな線量では、被ばくの影響によってこの割合が本当に増加したか
どうかを疫学的な方法で確かめることは極めて困難であるとされています。

Cosmic rays

Q &A
宇宙線被ばく

Q1Q2

AA

放射線被ばくの早見図
人工放射線 自然放射線

量子科学技術研究開発機構HPより引用・改変
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佐
藤　
U
N
S
C
E
A
R（
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
国
連
科
学

委
員
会
＊
注
）が
2
0
0
8
年
に
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
、宇
宙
線
に

よ
る
被
ば
く
線
量
は
、高
度
、緯
度
・
経
度
に
よ
り
複
雑
に
変
化
す
る
た

め
、国
や
地
域
ご
と
の
詳
細
な
評
価
は
実
施
せ
ず
、限
ら
れ
た
実
測
値
か

ら
単
純
な
仮
定
に
基
づ
い
て
そ
の
世
界
平
均
値
の
み
を
概
算
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、よ
り
精
緻
か
つ
高
精
度
な
手
法
に
基
づ

く
宇
宙
線
被
ば
く
線
量
の
評
価
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
宇
宙
線
に

よ
る
年
間
平
均
被
ば
く
量
を
、地
域
ご
と
に
高
精
度
で
わ
か
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
こ
と
が
、今
回
の
成
果
で
す
。

　
方
法
で
す
が
、ま
ず
大
気
中
に
入
り
込
ん
だ
宇
宙
線
が
地
表
面
ま
で
届

く
間
に
、ど
の
よ
う
に
空
気
シ
ャ
ワ
ー（
図
1
参
照
）を
作
る
か
と
い
う
こ

と
を
原
子
力
機
構
が
独
自
に
開
発
し
た
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
再
現
し
、そ
の
結
果
を
元
に
宇
宙
線
強
度
解
析
モ
デ
ル

「
E
X
P
A
C
S
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
解
析
モ
デ
ル
は
、高
度
、緯
度・経
度
、年
月
日
を
指
定
す
れ
ば
、ど

の
よ
う
な
放
射
線
が
ど
の
高
度
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、宇
宙
線
強
度
や

被
ば
く
線
量
を
瞬
時
に
計
算
で
き
ま
す
。そ
の
計
算
精
度
は
、様
々
な
実

測
と
の
比
較
で
実
証
さ
れ
て
お
り
、最
も
信
頼
性
の
高
い
大
気
圏
内
の
宇

宙
線
強
度
計
算
モ
デ
ル
と
し
て
、航
空
会
社
の
乗
務
員
の
宇
宙
線
被
ば
く

線
量
評
価
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
E
X
P
A
C
S
」で
計
算
し
た
デ
ー
タ
と
標
高
デ
ー
タ
と
人
口

デ
ー
タ
の
３
つ
を
重
ね
合
わ
せ
、世
界
2
3
0
ヶ
国
に
対
し
て
、地
球
上
の
人

が
宇
宙
線
に
年
間
平
均
ど
れ
く
ら
い
被
ば
く
し
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、現
在
U
N
S
C
E
A
R
が
評
価
し
て
い
る
世
界
平
均
値
よ

り
、約
16
%
低
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
果
は
、今
後
U
N
S
C
E
A
R
が
再
評
価
を
行
う
際
に
、非

常
に
重
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
解
析
に
利
用
し
た「
E
X
P
A
C
S
」は
、一
般
的
な
表
計
算
ソ

フ
ト
用
の
フ
ァ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
誰
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

「
E
X
P
A
C
S
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、緯
度
・
経
度
・
高
度
・日
付
を

入
力
す
る
だ
け
で
、自
分
の
い
る
場
所
や
知
り
た
い
場
所
の
宇
宙
線
量
を

簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
宇
宙
線
が
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ

か
る
宇
宙
線
モ
デ
ル
は
、研
究
と
し
て
非
常
に
利
用
価
値
は
高
く
、い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、半
導
体
な
ど
は
、宇
宙
線
に

よ
っ
て
エ
ラ
ー
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、半
導
体
を
使
用
し
た
精
密
機
械
な

ど
は
、建
物
の
上
の
階
よ
り
は
地
下
室
な
ど
に
置
い
て
、宇
宙
線
を
遮
蔽
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、宇
宙
線
強
度
と
地
球
環
境
の
変
化
の
調

査
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、ス
パ
コ
ン
で
な
け
れ
ば
、そ
の
場
所
の
宇
宙
線
量
を
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。誰
で
も
簡
単
に
高
度
や
緯
度・経
度
、太
陽

の
活
動
度
な
ど
を
考
慮
し
宇
宙
線
量
を
出
せ
る
モ
デ
ル
を
作
っ
た
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C o s m i c  r a y s

自然放射線とは何か？
佐藤　自然放射線とは、地球が誕生して以来大地や空気中などに存在しているカリウ
ム40やウラン、トリウムなどの自然放射性核種に由来する放射線及び、宇宙からの放射
線（宇宙線）のことです。この言葉は、原子力利用や放射線発生装置の利用によって発生
する人工放射線に対比して使用されます。
大地は、地域によって岩盤が異なるので放射線もエネルギーや量が違ってきます。
空気中には、気体でしか存在しない自然放射性核種ラドンが常に漂っていて、私たちは
呼吸するたびにそれらを吸引しています。
また食物でも、たとえば干しこんぶや干ししいたけ、バナナ、ジャガイモ、ナッツなどはカ
リウム40などをやや多く持っています。
魚介類も放射線量が比較的高いことで知られています。
ただし食物に含まれる放射線量は、毎日食べても人体に影響がないレベルです。
宇宙線は、高度によって放射線の種類が違います。
飛行機の高度では主に中性子、地表に届く放射線は主に
ミュオンと呼ばれる素粒子の一種です。

宇宙線とは何か？
佐藤　地球に降り注ぐ宇宙線は、私たちの太陽系から遠く離れた場所で起きた、超新星
爆発の現場から飛んできた爆風の名残と言われています。しかし、そのほとんどが太陽
風などで押し戻されたり、地球まで到達しても磁場で曲げられたりして、大気圏を通過
することはありません。ただし、磁場の弱い北極や南極、または宇宙線自体が高エネル
ギーである場合は、地球の磁場を通り抜け大気の中に入ってきます。大気に入ってきた
宇宙線は大気中の元素と衝突して核反応を起こし、陽子が中性子やパイオンに、そして
電子やミュオンにというようにたくさん粒子を作りながら地上まで到達します。こうして
作られた宇宙線のなだれ現象は「空気シャワー」とか「大気シャワー」と呼ばれています。
私たちが受ける自然放射線による被ばく量の約16%はこうした宇宙線からのものです。

宇宙線強度計算プログラム
PARMA/EXPACS
http://phits.jaea.go.jp/
expacs/jpn.html 成果から作成した地表面での宇宙線による被ばく線量率マップ。標高の高い土地や極域で線量が高くなる。

図1　空気シャワー

（単位：mSv/年）

EXPACS入力画面

人口が1億人以上の国における
宇宙線被ばく線量の平均値及びその最小/最大

日本の人口平均値は230ヶ国中153番目となる0.27mSv/
年で、その最小及び最大値は0.24mSv/年（沖縄県波照間
島）及び0.86mSv/年（富士山頂付近）となります。

ア
ン
ス
ケ
ア

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
ス

＊注  原子放射線の影響に関する国連科学委員会
（英: United Nations Scientific Committee on the Effects of Atomic Radiation: UNSCEAR）は、
電離放射線による被ばくの程度と影響を評価・報告するために国連によって設置された委員会。略称はアンスケア（UNSCEAR）。

宇
宙
線
に
よ
る
年
間
平
均
被
ば
く
量
を

高
精
度
で
評
価
す
る
こ
と
に
成
功

佐藤 達彦 研究主幹
さとう たつひこ

原子力基礎工学研究センター
環境・放射線科学ディビジョン
放射線挙動解析研究グループ

超高エネルギー宇宙線

パイオン

電子やガンマー線

ミュオン

大気中の
原子核と衝突

空
気
シ
ャ
ワ
ー

大気大気

山山

地上地上

地
表
面
で
の
宇
宙
線
被
ば
く
線
量
率（
m
S
v
/
年
）

5.0

1.8

0.68

0.25

国　名 人口（2000年時点）人口平均値 最小値 最大値

全世界 6,033,968,093 0.32 0.23 6.1
中国 1,253,492,596 0.31 0.24 5.0
インド 1,008,934,399 0.27 0.23 5.5
米国 283,200,526 0.33 0.25 4.9

インドネシア 212,056,274 0.26 0.23 1.5
ブラジル 170,401,328 0.31 0.25 0.72
ロシア 145,489,933 0.32 0.27 2.4
パキスタン 141,256,130 0.31 0.24 4.5
バングラデシュ 137,439,020 0.24 0.24 0.29

日本 127,094,637 0.27 0.24 0.86
ナイジェリア 113,861,481 0.27 0.25 0.48
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SPring-8の
放射光とは？

見
え
な
か
っ
た

 
世
界
が
見
え
る

菖蒲　放射光とは、レントゲンのよ
うに、非破壊で物質の分子や原子
の世界をみることができる光です。
ほかの光と比べてみると、太陽の光
は、赤外線から紫外線までの広い
範囲の波長を持っていますが、光の
強さがレーザーや放射光ほど強く
なく、またX線も含まれていません。
レーザーは、発散しないで遠くまで
届く強い光ですが、ある特定の波長
しか出すことができません。
　放射光は、レーザーのように発散
しないで遠くまで届く指向性の強い
光で、しかも太陽の光のようにさま
ざまな波長を持ち、非常に輝度の
高い（明るい）Ｘ線を出すことができ
ます。いろいろな波長の光を持って
いるということは、多くの研究に利
用できるということです。

ものの健全性、余寿命評価に利用「応力の研究」

福島環境回復および
福島第一原子力発電所の廃炉に関する研究

重元素物質の物性や材料中の
応力・ひずみの研究を行っているビームライン
「毎日整備して世話をしているので、
子どものようにかわいい装置です」

菖
蒲　
た
と
え
ば
電
車
の
車
輪
や
原

子
炉
の
構
造
物
、ま
た
車
の
部
品
な

ど
、製
品
は
使
わ
れ
て
い
く
う
ち
に

経
年
劣
化（
疲
労
）し
て
い
き
ま
す
。

疲
労
が
あ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
る
と
も

の
は
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、疲
労
状

態
が
ど
の
程
度
な
の
か
を
数
値
化
で

き
れ
ば
、壊
れ
る
前
の
段
階
で
使
用

を
中
止
し
、交
換
や
修
理
に
よ
り
元

の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

応
力
と
い
う
の
は
、例
え
ば
も
の

を
曲
げ
た
り
す
る
と
、も
と
の
形
状

や
寸
法
を
保
と
う
と
す
る
た
め
に
生

じ
る
抵
抗
力（
内
力
）の
こ
と
で
す
。

応
力
と
外
力
が
釣
り
合
わ
な
く
な
る

と
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
、ど
う

い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
も
の
が
壊
れ
る
と
き
は
、必
ず
応
力

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
ま
す
。な
ぜ
そ
こ

に
き
裂
が
入
る
か
と
い
う
と
、応
力
集

中
と
い
う
力
が
集
ま
る
場
所
が
あ
る

か
ら
で
す
。そ
の
場
所
を
突
き
止
め
る

た
め
に
、最
初
の
加
工
直
後
に
発
生
し

た
応
力
の
分
布
を
、放
射
光
を
使
っ
て

測
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
は
、材
料
の
中
を
測
る
光
が
な

か
っ
た
の
で
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
本
当
に
正

し
い
か
、そ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
が
で

き
る
数
少
な
い
技
術
が
放
射
光
で
す
。

　

放
射
光
の
メ
リ
ッ
ト
は
微
小
部
の

原
子
や
分
子
の
状
態
を「
見
る
」こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
10
分
の
1
㎜
の
空
間
の
ひ
ず

み
を
、そ
の
場
観
察
、つ
ま
り
動
か
し
て

い
る
状
態
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

大
き
な
特
徴
で
す
。

　
そ
の
他
、応
力
の
研
究
を
応
用
し
た

原
子
炉
施
設
の
安
全
性
向
上
技
術
の

研
究
開
発
や
、ウ
ラ
ン
な
ど
の
重
元
素

の
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
物
性

の
研
究
な
ど
、原
子
力
機
構
な
ら
で
は

の
研
究
も
、放
射
光
を
使
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

大型放射光施設
SPring-8を利用した
原子力機構の研究

原子力科学研究部門
物質科学研究センター
放射光エネルギー材料研究ディビジョン
放射光分析技術開発グループ

菖蒲　敬久 研究主幹
しょうぶ たかひさ

上空より撮影した
SPring-8サイト全景
SPring-8 蓄積リング棟
（中央の円環状建物）

菖
蒲　
福
島
の
環
境
回
復
と
は
、具
体

的
に
は
セ
シ
ウ
ム
の
除
染
で
す
。播
磨

地
区
の
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
化
学
研
究
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
、汚
染
さ
れ
た
土
壌

の
成
分
を
放
射
光
で
調
べ
、セ
シ
ウ
ム

を
吸
着
し
や
す
い
物
質
が
何
か
を
見

つ
け
出
し
、そ
の
物
質
が
実
際
に
セ
シ

ウ
ム
を
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
吸
着
す

る
か
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
り
な
が
ら

研
究
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
は
、す
で

に
基
礎
研
究
か
ら
応
用
の
段
階
に
進

ん
で
い
て
、数
年
後
に
は
現
地
で
の
実

用
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
に
つ
い
て
は
、燃
料
デ
ブ
リ
等
の
原

子
炉
構
造
物
を
水
中
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ

て
切
断
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。S
P
r
i
n
g-

8
で
も
、敦
賀
事

業
本
部
レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
と
協

力
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な

ど
の
分
厚
い
も
の
を
レ
ー
ザ
ー
で
溶
接

し
、金
属
内
部
が
融
け
て
い
く
様
子
を
、

放
射
光
の
透
過
像
で
直
接
見
な
が
ら
実

験
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。燃
料
デ
ブ

リ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
溶
け
合
い
、混

じ
り
合
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。今

の
段
階
で
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

え
、あ
ら
ゆ
る
物
質
を
観
察
す
る
こ
と

で
、水
中
レ
ー
ザ
ー
切
断
の
技
術
開
発

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

SPring-8からの放射光の明るさ（輝度）は、従来のX線発生装置から得られる
光の明るさに比べ、10億倍となっています。

　
S
P
r
i
n
g-

8（
S
u
p
e
r 

P
h
o
t
o
n 

r
i
n
g -

8 

G
e
V
）と
は
、兵
庫
県
の
播
磨
科
学
公
園

都
市
に
あ
る
世
界
最
高
性
能
の
放
射
光
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
大
型
放
射
光
施
設
で
す
。電
子
を
光
と
ほ

ぼ
等
し
い
速
度
ま
で
加
速
し
、磁
石
に
よ
っ
て
進
行
方
向

を
曲
げ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
さ
せ
た
放
射
光
を
使
っ
て
、

様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
S
P
r
i
n
g-

8
に
は
、2
本
の
原
子
力
機
構
専

用
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン（
B
L
2
2
X
U
、B
L
2
3
S
U
）

が
あ
り
ま
す
。こ
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
に
導
か
れ
る
放
射
光

を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
研
究
に
つ
い
て
、菖
蒲
敬
久

研
究
主
幹
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

し
ょ
う
ぶ
た
か
ひ
さ

ス
プ
リ
ン
グ

エ
イ
ト

（C）RIKEN

（C）RIKEN　
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シ
リ
ー
ズ 

『
福
島
研
究
開
発
』

燃料デブリ、高線量のが
れき、水処理二次廃棄
物などの分析を行いま
す。

低・中線量のがれき類、
焼却灰、樹木、水処理二
次廃棄物などの分析を
行います。

整備スケジュール

研究データ整理や、事務などに利用します。
2017年度末からの運用を
予定しています。

起工式
2016年9月7日
起工式を行いました。

グローブボックス

フード
分析の前処理に利用

コンクリートセル

1F廃炉に向けての最前線施設

大熊分析・研究センター

施設管理棟

施設管理棟

第2棟

第2棟

第1棟

第1棟

コンクリート（約１ｍ）で遮
蔽されていて、線量の高いも
のを遠隔操作で取り扱う。
窓は、遮蔽効果のある厚さ
約1mの鉛ガラスが使われ
ている。

放射性物質が飛散しやすい
ものを取り扱う。密閉された
容器に手袋（グローブ）がつ
いており、外気と遮断された
状況で作業が可能。

鉄セル
数十cmの鉄で遮蔽、線量
の比較的低いものに利用。

完成予想図

建設予定地

東京電力
ホールディングス

福島第一原子力発電所

　原子力機構では、東京電力ホールディン
グス福島第一原子力発電所（1F）の廃止措
置において発生する様々な放射性廃棄物
の分析・研究を実施する施設として「大熊分
析・研究センター」の建設を進めています。
　この分析施設においては、研究データの
整理等を行う「施設管理棟」、１Fの事故に
より発生した汚染されたコンクリート等の
がれきや伐採された樹木などに含まれる放
射性物質等の分析を行う「第1棟」、主に溶
け落ちた核燃料である燃料デブリの分析を
行う「第2棟」の建設が計画されています。

　1Fの廃炉に向けて、最前線で分析を行
い、その分析の結果を迅速に燃料デブリの
取り出し作業など、最も重要な廃炉作業に
活かすための施設です。同時に、今までに経
験のない物質の分析方法を、国内外の研究
者が集結して研究し、技術開発できる場所
としても期待されています。

福島研究開発部門
福島研究基盤創生センター

技術主席
長尾　美春
ながお よしはる

スリーマイル島
原子力発電所から
取り出した燃料デブリ
幅約10cm、重さ1.6kg
程度、原子炉圧力容器内
の溶けて固まった核燃料
がある部分から採取され
た大きなかけら

※ 運用開始時期については、認可申請等も含めて精査中。

福
島
県

　
長
尾  

大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

1F
の
廃
止
措
置
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た

め
に
必
要
な
分
析
・
研
究
を
実
施
す
る
施

設
で
す
。

　
1F
の
中
に
は
、非
常
に
放
射
線
量
の
高

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
が
れ
き
や
、伐
採
さ
れ

た
樹
木
な
ど
の
廃
棄
物
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。第
1
棟
で
は
、こ
う
し
た
放
射
性
廃
棄

物
の
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
分
析

を
行
い
ま
す
。廃
棄
物
の
種
類
に
よ
っ
て
性

状
や
特
徴
を
確
認
し
、処
理
処
分
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
第
2
棟
で
は
、燃
料
デ
ブ
リ
の
分
析
を

行
い
ま
す
。燃
料
デ
ブ
リ
と
は
、メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
し
て
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
で
す
。１F
の

燃
料
デ
ブ
リ
に
は
、核
燃
料
だ
け
で
な
く
、

被
覆
材
や
原
子
炉
の
構
造
材
な
ど
、ど
う

い
う
も
の
が
ど
う
い
う
形
で
溶
け
込
ん
で

い
る
の
か
全
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
燃
料
デ
ブ
リ
の

例
と
し
て
は
、ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル

島
原
子
力
発
電
所
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
り
発
生
し
た
燃
料
デ
ブ
リ
は
カ
チ
カ

チ
で
石
炭
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、1F
か
ら
の
燃
料
デ
ブ
リ
は
ど
う
い
う
形

状
な
の
か
も
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。粉
状
で

サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
る
の
か
、軽
石
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、岩
石
の
よ
う
に
固
い
の

か
、泥
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、さ
ま
ざ
ま

な
形
状
を
想
定
し
て
、装
置
や
分
析
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
第
2
棟
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
分
析
方
法
を
考
え
、設

計
・
建
設
を
行
う
と
同
時
に
、国
内
外
の
研

究
者
の
知
恵
を
結
集
し
て
廃
炉
措
置
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大熊分析・研究センターは、1Fに隣接して建設され、第1棟、第2
棟は建設後、１Fに組み込まれます。たとえば燃料デブリなどの
高線量の放射性物質は、外部の分析施設への輸送が非常に困
難です。１Fに組み込まれた施設であれば、燃料デブリ等の輸送
は、構内輸送となり、迅速に分析を進めることができます。

測定室 空調衛生機械室

居室

機械室

ワークショップ

ミーティングスペース

フード室

鉄セル室

グローブボックス室
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INFORMATION

皆さまの「声」を
ご紹介いたします

当機構の研究・開発へのご支援をお願いします！ 編集後記

季刊

● 編集・発行
　 日本原子力研究開発機構
　 広報部広報課

● 制　作
　 有限会社 オズクリエイティブルーム

　今年は、秋を楽しむ間もなく冬将軍
が駆け足でやってきました。
　今号では、氷や宇宙線の研究をご紹
介させていただきましたが、ごく身近に
あるものにもたくさんの不思議がある
ことにあらためて気づかされました。
　私たちの身の回りにもたくさんの科
学の種がころがっています。ふと感じる
「？」が科学への興味に繋がってくれま
したらうれしく思います。
　「未来へげんき」では、これからも原
子力機構の様々な研究をご紹介してい
きます。

432016 vol. 平成28年12月

寄附金募集 お問い合わせ先

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構　財務部寄附金担当

TEL：029-282-1133 (内線40922)　E-mail：:zaimu-keiri@jaea.go.jp
〒319-1184  茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1

原発について一般に報道されない現状の情報を知ることができるので有難い。
( 東京都八王子市　熊谷 様 )

安全性の高い日本の原子力技術を国際社会にアピールしてください。
より多くの技術者を育成し、日本を豊かにしてください。　（ 福井県福井市　角谷様 ）

最新の研究開発成果などをお知らせいたします。
メールマガジンの配信を希望される方は、ホームページからお申込みください。
http://www.jaea.go.jp/mailmagazine/

メルマガ

最新の研究成果などをお知らせいたします。
https://twitter.com/jaea_japanツイッター

研究開発成果をわかりやすく紹介する動画「Project JAEA」などを配信しています。
http://www.jaea.go.jp/atomic_portal/jaea_channel/

JAEA
チャンネル

「未来へげんき」へのご意見・ご感想などをお寄せください。
https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/43/

Web
アンケート

http://www.jaea.go.jp/study_results/newsletter/「未来へげんき」
バックナンバー

HP
http://www.jaea.go.jp/
about_JAEA/fdonation/

アンケートへのご協力ありがとうございます。皆様からお寄せいただきましたご意見を一部紹介いたします。

「未来へげんき」編集部では、皆様からのご意見を編集に反映させてまいります。  今後ともよろしくお願いいたします。
※アンケートに記入いただきます個人情報は、本件以外には使用いたしません。

1.
本
誌「
未
来
へ
げ
ん
き
」を
ど
こ
で
入
手
さ
れ
ま
し
た
か
。

3.
表
紙
や
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
の
印
象

4.「
未
来
へ
げ
ん
き
」の
冊
子
配
送
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　（
イ
ベ
ン
ト
等
で
本
誌
を
は
じ
め
て
お
読
み
に
な
っ
た
方
）

2.
今
号
の
記
事・
読
み
物
で
良
か
っ
た
も
の（
複
数
回
答
可
）

ご
住
所：

お
名
前：

□
表
面
に
記
載
し
た
住
所・
お
名
前
宛
て
に
送
付
を
希
望
す
る

【
 「
未
来
へ
げ
ん
き
」の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
 】

5.
原
子
力
機
構
お
よ
び
本
誌
に
関
す
る
ご
意
見・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
、巻
末
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
紹
介
す
る
際
に
、お
住
ま
い（
市
町
村
ま
で
）及
び
苗
字
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
お
住
ま
い（
市
町
村
ま
で
）及
び
苗
字
の
紹
介
を
許
可
し
な
い

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
 原
子
力
機
構
施
設
な
ど
 ②
 公
共
施
設
 ③
 郵
送
　
④
 そ
の
他
 （
　
　
　
　
　
　
）

①
 私
た
ち
の
研
究「
 氷
の
未
解
決
問
題
を
解
明
 」

②
 私
た
ち
の
研
究「
 宇
宙
線
被
ば
く
量
を
、世
界
で
初
め
て
国
や
地
域
ご
と
に
高
精
度
で
評
価
 」

③
 見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
る
　
大
型
放
射
光
施
設
Sp
rin
g-
8 
を
利
用
し
た
原
子
力
機
構
の
研
究

④
 シ
リ
ー
ズ
福
島
研
究
開
発
 「
 大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
 」

⑤
 P
LA
ZA
　
原
子
力
機
構
の
動
き

⑥
 そ
の
他
 （
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

①
 良
い
　
②
 ま
あ
良
い
　
③
 普
通
　
④
 あ
ま
り
良
く
な
い
　
⑤
 悪
い

本
誌
は
年
4回
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
送
付
先
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
3

2
0
1
6
 v

o
l
.

（キリトリ線）

敦賀事業本部
【広報誌】
「 つ る が の 四 季 」
No.113（平成29年1月
発行予定）では、国が決
定した「もんじゅ」の方
針を掲載いたします。

東濃地科学センター
【広報誌】
「地層研ニュース」11月号を発行しました。
「日本水文科学会研究奨励賞を受賞」、「お
もしろ科学館2016inみずなみへの出展」
ほかを掲載しています。

P L A Z A
原子力機構の動き

幌延深地層研究センター
「幌延フォーラム2016」を開催しました。
フォーラムでは、幌延深地層研究センターの
事業内容の紹介の他、特別講演も行い、降雪
の中約50名の方にご参加いただきました。
ありがとうございました。

青森研究開発センター
第12回むつ海洋・環境
科学シンポジウムを開
催しました。
原 子 力 機 構 からは
「AMSを使った極微量
分析」についてご報告し
ました。

原子力機構の2015年度に
おける事業活動やさまざま
な活動を総合的に報告して
います。

福島研究開発部門
【広報誌】
「明日へ向けて」第10号
を発行しました。
「先を読みキメ細かくタ
イムリーに対応した
い。」環境創造センター
宮原センター長に話を
聞きました。

J-PARCセンター
【広報誌】
季刊誌「J - PA RC」
No.4を発行しました。
「特集　素粒子・原子核
の標準理論 その先を
知りたい」ほかを掲載し
ています。

先端基礎研究センター

主なプレスリリース

トピックス

世界で初めての透明強磁性体の開発に成功
～ 新しい磁気光学効果の発見 ～
新材料ゲルマネンの原子配置に対称性の破れ
～ 省エネ・高速・小型電子デバイス実現に向けた素子開発へ道 ～

核不拡散・核セキュリティ総合支援センター
ラグビーボール型に変形した原子核のハサミ状振動の
全体像を明らかに
～ 30年の謎を解明し、原子核の構造・性質の統一的理解に道筋 ～

http://www.jaea.go.jp/

「PLAZA」と「INFORMATION」で
紹介している情報の詳細は
原子力機構ホームページでご覧いただけます。

第11回原子力機構報告会を開催しました。

「原子力機構2016」を公表しました。

その他の
プレスリリースはこちら
http://www.jaea.go.jp/news/
press/results.html

　11月8日、有楽町朝日ホール(東京都千代田区有楽町)にて、第11回
原子力機構報告会を開催しました。
　今年は全体概要のほか、「我が国の将来を担う原子力技術と人材」を
テーマに5件の個別報告とパネルディスカッションを実施しました。パ
ネルディスカッションでは、原子力の研究開発利用の将来や、福島の廃
炉を担う人材育成の課題などについて討論がなされ、原子力機構の責
務をあらためて認識するものとなりました。
　皆様よりいただいた感想やアンケートの結果をもとに、次年度の報
告会をよりよいものにできるよう努めてまいります。 12



国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

日本原子力研究開発機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的研究開発機
関として、「原子力の未来を切り拓き、人類社会の福祉に貢献する」をミッション
としています。
主な業務として、東京電力福島第一原子力発電所事故への最優先での対応、
原子力の安全性向上のための研究、核燃料サイクルの研究開発、放射性廃棄
物処理・処分の技術開発といった分野に重点的に取り組むとともに、これらの
研究開発を支え、新たな原子力利用技術を創出する基礎基盤研究と人材育成
に取り組んでいます。
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